白山市合葬墓（納骨堂）
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概要
納骨棚：焼骨を収めた骨壺をロッカー式の納骨棚で10年間収蔵します。骨壺で約1,000体安置可能です。
埋蔵室：納骨袋に収められた焼骨を共同で保管します。
参拝場所：施設正面となる御影石本磨きの献花台前の参拝スペースでいつでも参拝することができます。遺骨に向かって参拝する形式です。
所在地：石川県白山市竹松町2580番地
構造：鉄筋コンクリート造
敷地面積：508.588㎡
建築面積：84.5㎡
延床面積：84.5㎡
主要用途：納骨堂
主な仕上：屋根　ガリバニウム鋼板ポリエステル焼付塗装
　　　　　外壁　杉本実＋合板型枠コンクリート、フッ素樹脂カラークリアー
　　　　　内装　床　ウレタン樹脂系耐摩耗性防塵塗装
　　　　　　　　壁　合板型枠打放コンクリート
　　　　　　　　天井　合板型枠打放補修
設計監理：一般社団法人火葬研一級建築士事務所
施工：豊商
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